
計画の名称：　塩谷町生活基盤施設耐震化事業

市町村等名：　塩谷町

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①事業計画の目標と定量的指標の整合性  ②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性  ④事業の効果の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（用地取得の見通し，関連法手続きの見通し等） ○

②地元の機運（当該事業に係る要望等） ○

生活基盤施設耐震化等交付金チェックシート

　石綿管の総延長は約30ｋｍと更新周期を越えて存在しており、本事業の進捗状況を把握できる。

　老朽管の更新に伴い耐震管に入れ替えることで漏水や破裂事故を未然に防ぐ事が出来る。

　本事業は、既設管の入れ替えで、新たな用地取得は不要である。

　老朽管の漏水や破裂に伴う突然の断水や修繕工事で地域住民に不安と迷惑を及ぼし信頼を損ねて
おり、本事業の実施により将来安定した水道水の供給が確保されることを地域住民は要望している。

本事業は、上流域からの施設整備と平行し更新周期を超えた石綿管の更新を進めている。

　本事業は、上位計画である「塩谷町水道事業配水網施設等整備実施計画」の中で石綿管更新の取り
組みに含まれている。

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ計画の効果・効率性

Ⅲ計画の実現可能性


